福祉・介護人材処遇手当

社会福祉法人やまのこども

職場環境等要件

取り組み
	区分
	取り組み　内容

	入職促進に向けた取組
	当社独自のキャリアパス制度に基づき、新人・現任研修を通し経営理念や指針の浸透を図っている
採用窓口を法人で一本化し、面接から採用後までスムーズに入職できるようにしている。また、人事・研修等も法人で一本化し、ローテーションもスムーズに行える。
無資格者、中高年齢者、未経験者、主婦層、転職者等の採用を行っている。

	資質の向上やキャリアアップに
向けた支援
	職員が研修や講習を受けやすい環境を整備。各種研修受講については、階層別に職員を選抜し、計画的育成を実施。研修費用は当施設が負担
· ・サービス提供責任者研修
· ・相談支援専門員研修
· 外部研修等
年1回　人事、相談、評価、振り返り等を面談にて行っている。（キャリアアップについて考える機会を設けている。）

	両立支援
・
多様な
働き方の
推進
	職員の事情等の状況に応じた勤務シフトを作成している。また、非正規職員から正規職員への転換の制度等の整備が整えられている。
障害を有する職員でも働きやすい職場環境の構築や勤務シフトの配慮を行っている。


	腰痛を
含む
心身の
健康管理
	職員の相談窓口の整備、メンタルヘルス等のチェックできるような体制をとっている。
安全管理委員会や身体拘束廃止/虐待防止委員会を設置。各マニュアルの作成、事例分析等で共有化を図っている。

	生産性
向上のため
の取組
	現場の課題の見える化について研修等を行い、各職員の考えを取り入れ、問題解決できるよう努めている。
他業種の情報収集を行い、改題解決に向け、取り入れられることを業務に活かせるように努めている
法人拠点から離れた施設でも情報等を共有できるように、パソコン等を設置し、対応している。
入浴支援がスムーズに行えるように介護ロボットの導入を行っている。
様々な業種、年齢等の職員等の雇用にて、有資格者による介護業務と間接業務の分業対応を行い、時間短縮　負担軽減を図っている
法人で一本化を行うことで、物品の共同購入等の事務処理の集約、人事管理システム等の共通化等、協働化を通じた職場環境の改善に向けた取り組みを実施している。

	やりがい
・
働きがい
の醸成
	朝礼や申し送りでの情報共有、ケース会議等の実施で改善を図っている。
利用者本位の支援などを社内研修や会議を実施し、経営理念や指針の浸透を図っている。



